
▲外国語指導助手
　ダンカン・ウォルシュさん

　　　　　　　　　　　　　　　　　　僕は、日本に来て最初の数週間を決して忘れることができま
　　　　　　　　　　　　　　　　　せん。スーパーへ買い物に行ったときは、いつも困りました。
　　　　　　　　　　　　　　　　　歯磨き粉と間違えて足用クリームを買ったり、シャンプーのか
　　　　　　　　　　　　　　　　　わりに、トイレ用クリーナーを買ったりしていました。安いお
　　　　　　　　　　　　　　　　　米を買ったと思ったら、それが一番高いお米だったというのは
最悪な思い出です。家に帰ったら帰ったで、炊飯器の使い方が分からず、ご飯が炊けませんでした。
毎日何かするたびに日本語の使い方を間違えて、イライラして戸惑っていました。
　日本に来て２週間目、少しホームシックになってきました。幼い時から、悲しい時や淋しい時に、
必ずチョコレートを食べていたので、ある日チョコレートを買いに行きました。でも、チョコレート
とあんこを間違えてアンパンを買ってしまいました。その時からアンパンが嫌いになりました。
　スーパーに出かけたら雨が降り出して、びしょぬれになってバスに乗り込みました。とてもみじめ
で自分自身に腹が立ってきて、アンパンを食べてみたけれど元気になりませんでした。その時、バス
の運転手さんが笑いかけてくれました。お互いの言葉は全く通じませんでしたが、何とかコミュニケ
ーションをとろうとしてくれていて、バスを降りる時には友達になっていました。その後、晩御飯を
買いに行ったら、店員さんがただでアンパンをくれました。ラッキー！アンパンが嫌いなはずなのに、
嬉しくなりました。それから、帰宅すると家族の手紙が届いていて、僕は100％元気になりました！
　僕はアンパンがあまり好きじゃないけど、これからアンパンマンのような勇気を持ちたいと思って
います。

アンパンマンと僕
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